
　　まだ平成２５年の２５という数字に慣れなのですが、早くも２月を迎えます。２４年度も残り２か月となり、活動の
まとめと、新年度の準備を考えなければならない時期を迎えました。２月は日にちも少なく、あっという間に
３月を迎えることを思うと、少々焦りを感じます。
　　この協会通信は今年初めての発行になりますが、今年も「協会だより」を補完する形で、協会活動の実績を
中心に報告をしてまいります。
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「安全祈願祭」を開催　　　　１月１１日　　　　　　　　　＜平成２５年、協会活動開始＞
　平成２5年の活動の第一歩は今年も安全祈願祭と
役員新年会からスタートいたしました。　午後４時、
須賀川市の神炊館神社に29名の皆さんがご参加
いただきました。神主さんに御祈祷をしていただき、
吉田会長と塩原署長のお二人が代表で玉串奉奠を
行い全員で今年一年の管内の無事故を祈願いたし
ました。
　その後、ホテル虎屋で新年役員会を開催し、須賀
川労働基準監督署の塩原署長から管内の「労災件
数」速報値の提示やパワハラの実態、労働法の
改正について、説明をいただきました。
　役員会終了後懇親会に移り、改めて新年の挨拶
と相互の懇親を図りました。

「三役会」を開催　　　　１２月２６日
　暮れも押し詰まった１２月２６日、三役会を開催いたしました。協会の活動状況を報告する定期的な会議で、
吉田会長、後藤副会長、西川副会長に出席をいただきました。９月の理事会で中間報告した以降の協会
活動を中心に報告いたしました。主な議題は下記の通りです。
　　１．「協会活動報告」（協会活動全般報告、教育活動報告）
　　２．「財務状況報告」（一般会計報告、事務組合会計報告）
　　３．「２５年度の役員改選の件」
　　４．「公益法人申請手続経過報告」
なお、同様の内容を上記の「新年安全祈願祭　役員会」でも報告
をしております。

「安全衛生推進者養成講習」を開催　１２月１２日、１３日　　　　　講師の中村先生
　従業員が１０名～４９名の事業場においては『安全衛生推進者』を選任しなければなりません。５０名を超える
事業場では「安全管理者」と「衛生管理者」の二人で行う仕事を、一人でこなさなければなりません。そういう意
味では安全衛生推進者は、いわば二人分の仕事を要求されることになります。推進者に要求される管理項目
は幅広く、また責任も重い重要な役職になります。今回の講習には２２名の方に参加いただき開催いたしまし
た。

「アーク溶接講習」を開催　１２月１５日、１６日　　「除染講習会」を開催　１２月２２日

  年末の１５日、１６日に「アーク溶接講習」　２２日に「除染講習会」を開催いたしました。アーク溶接講習は定例
的な講習で、年間計画にも織り込まれている講習です。実技の指導もするアーク溶接講習は県内では珍しく、
遠くからも受講していただいています。
　２２日の『除染講習』は５月に続き２回目の講習でした。石川町建設業協力会からの要請を受け、石川町商工
会館で実施をいたしました。
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「KYT基礎４ラウンド研修会」を開催　２月２２日
　　KYT、危険予知訓練は安全活動のもっとも基礎的な活動です。自分たちの仕事、職場にはどのような危険
性があるのかを事前に知っていることは何よりの安全対策になります。勿論、すべての事故を事前に予測して、
防御しつくすことは困難ですが、自職場の危険性を認識することは重要です。
　言葉は知っている、またその重要度合いも知っているが、自社では導入していないという事業場の皆さんに受
講をお勧めいたします。また、基礎からKYTをお勉強したいという方も是非受講ください。

「職長教育」（第４回）を開催　２月２７日、２８日
  職長＝職場の安全のキーマン。職場の安全に大きくかかわっている職長は、非常にたくさんのスキルが要求
されます。部下の教育、職場巡視のポイント、災害発生時の措置、リスクアセスメントの進め方、作業指導書の
作成、設備の安全管理、作業方法の改善　etc・・・。これら職場管理者に必須のスキルをギューッとつめて２日
間で実施するのが「職長」教育です。
　安全衛生を中心に職場を管理するノウハウ全般を学ぶことができる講習会です。今回を含め、年４回実施して
おりますので、職制教育の一環として社内教育計画に組み入れていただきたいと思います。

「玉掛け技能講習」（第３回）を開催　３月１４日、１５日、１７日
　クレーン等で荷をつるときに必要な「玉掛技能講習」の３回目を開催いたします。１トン以上の荷物を玉掛する
場合に必要な技能であり、クレーン等で荷を吊り移動するときの基本的な技能でもあります。年３回実施をして
います。

「ヒューマンエラー」を勉強してきます　　　　２月６日
　　「ヒューマン・エラー」は安全衛生に係るものにとっては永遠のテーマです。仕事がすべて機械化されて人間
がケガをするリスクがなくなることはありえないからです。そして、人はいくら注意をしても「間違い」や「勘違い」を
おかしてしまうものだからです。
　このような人間の特性を考慮して、職場の安全を確立するためにヒューマンエラーが研究されています。　協
会事務局として、今回研修会に参加して、ヒューマンエラーを防止するための知恵を学んできます。大きなこと
は言えませんが、皆さんに伝達する機会も企画したいと考えております。

２月の「安全管理者講習会」３月の「衛生管理者講習会」は既報の案内書をご覧下さい。

    「安全管理者講習会」：２月７日（木）、８日（金）　　　　「衛生管理者講習会」：３月７日（木）、８日（金）
　　この通信がお手元に届くころには、「安全管理者講習会」は間に合わないと思いますが、３月の「衛生管理
者講習会」への参加をご検討ください。いずれも、福島市での宿泊の研修会となりますが、講師の先生が地方
ではなかなか話の聞けない方々に担当をしていただきますので、安全管理者、衛生管理者だけでなく、職場を
管理する方にご参加いただきたいと考えております。
　　案内書は１２月にお送りしておりますが、改めて欲しい方は、ご一報下さい。０２４８－７５－０２４４

「昨年の安全管理者研修会」明治大学の

向殿教授：「リスクアセスメントと企業」 

          ご訃報 
 

 当協会の副会長であり、トキワ印

刷（株）取締役副会長の後藤一晃様

が平成２５年１月１１日に亡くなりま

した。 

 謹んで、ご冥福をお祈り申し上げ

ます。 
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